
横浜市建築物開口部不燃化等改修事業補助金 

補助対象判定フロー 
 
 
 
 

本補助以外に国又は地方公共団体等から交付される補助金等の交付を受けますか？（※3） 

補助を受けようとする部分について、過去 10 年以内に横浜市の補助金を受けたことがあり

ますか？また 新築後 10 年以内ですか？ 

工事の契約前ですか？（横浜市の補助金交付決定通知後に工事を契約してください。審査に

は約１か月かかりますので、工事契約の１か月前には申請をしてください。） 

（工事費用が 100 万円以上の場合）申請者が直接契約する請負業者等は、市内事業者です

か？※市内事業者とは、本社本店が横浜市内にある事業者のこと。 

建築物は住宅 かつ 建築時期は平成 27 年 6 月 30 日以前ですか？ 

申請者は建物の所有者 または 建物の所有者の承諾を受けた方ですか？（※２） 

建物所有者は、個人 または 中小企業者等ですか？ 

・申請者以外に、建物所有者等がいる場合は、「関係権利者承諾書」の提出が必要です。 

補助対象です。（補助率：重点対策地域３/４、その他の補助対象区域２/３） 
 

※開口部不燃化等改修の補助金額は、次により算出された額の低い方の額となります。 

①２者以上の見積書を徴収した結果、開口部不燃化等改修費用の一番低い見積書の額（申請者が 

中小企業者等の場合税抜額）×補助率 

②補助額の上限 100 万円（２回目以降の申請の場合は、過去の補助金額の合計額を引いた額） 

補

助

の

対

象

外

で

す 

いいえ 

はい 

いいえ 

いいえ 

建築物の場所は、「重点対策地域（不燃化推進地域）」または、重点対策地域（不燃化推進地

域）以外の補助対象区域内にありますか？ 

（当区域は、i-マッピー（※１）で確認できます。区域の詳細については、防災まちづくり推進課

の窓口でご確認ください。） 
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※１ 「i-マッピー」は、横浜市のホームページ内 横浜市行政地図情報提供システムにてご確認いただけます。 
※２ 申請者に市税の滞納がある場合は、補助対象になりません。 
※３ 本補助以外の補助金等の種類によっては、併用できる場合もあるので、ご相談ください。 
※４ 都市計画道路の整備区域は、 「i-マッピー」にて確認できます。都市計画決定線は、建築局都市計画課にてご確認ください。 
 

はい 建築物の敷地は、防火地域

または準防火地域ですか？ 

準防火地域のうち地階を除く階数が２階以下 か

つ 延べ面積は 500 ㎡未満ですか？ 

はい 

開口部の改修工法ははつり工法 または カバー工法ですか？ 

改修後の開口部の防火性能は、両面 20 分以上の遮炎性能を有する防火設備ですか？ 

改修後の開口部の U 値（熱貫流率）2.3 以下の性能ですか？ 
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都市計画道路区域内の建築物または区域内の建築物の部分ですか？ 

建築物は横浜市から建築基準法及び建築基準法関係規則に基づく違反指導または命令を受

けていますか？ 
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